
 

 

 

 

 

 
校長 池之上 敬一 

先週，５年生の家庭科の授業に保
護者の方が参加し，担任と一緒に子
供たちへの指導・支援をしてくださ
る姿を見かけました。３年生での水
泳学習においても保護者の方がプー
ルに入り，担任の先生と一緒になっ
て指導してくださっております。これは，学校（担任）
からの授業への協力依頼に保護者の方々が応えてくだ
さったことであり，学校として大変ありがたいです。授
業に保護者の方々の協力を得ることで，担任だけでは手
が回りにくい，一人ひとりへのきめ細やかな指導が可能
になります。 
家庭科の裁縫は，針の扱いやミシンの操作など，個別

指導が効果的な分野です。保護者から直接，安全な道具
の扱いや正しい縫い方を学ぶことで，技術習得が早まり
ます。ボタン付けなど，日常生活で役立つ技能をより実
践的に学ぶよい機会になると思います。 
水泳指導は，安全面で多くの目が必要とされます。保

護者の方々が支援してくださることで，監視体制が強化
され，より安全な環境で指導が行えます。また，複数人
の目があることで，泳力に応じたグループ分けや泳ぎに
苦手意識をもつ子供へのアドバイスなど，きめ細やかな
指導が可能になります。 
保護者の方々が授業に協力してくださることで，子供

たちは「もっと頑張ろう」という気持ちになります。そ
のことが苦手な分野の克服や得意な分野のさらなる伸
長に繋がるかもしれません。また，保護者の方々との交
流を通じて，子供たちが様々な価値観に触れ，コミュニ
ケーションスキルを磨く機会になる場合もあります。な
によりも，保護者の方々から直接褒められたり，サポー
トを受けたりすることで，子供たちは達成感を味わい，
自信をもつことができます。身近な大人が学校にいるこ
とで，子供たちは学校生活に安心感を持ち，落ち着いて
学習に取り組めるようにもなると考えます。 
学校と保護者の方々が連携して教育活動に取り組む

ことは，子供たちの学習効果，自己肯定感の向上だけで
なく，学校と家庭の連携を深めることにも繋がると考え
ます。令和７年度のキーワードは“連携”です。これか
らも授業への協力依頼があると思います。可能な時でよ
ろしいですので，担任と連携し「先生として」子供たち
への指導・支援への協力をお願いします。（参観だけで
もよろしいですので，いつでも子供たちの姿を御覧に学
校へ来てください。そして励ましの声かけをお願いしま
す。） 
 
民生委員と児童委員との
意見交換会 
 毎月 15日の「子ほめの日」
の説明をしたところ，「ゴミ
拾いの手伝いをしてくれる
５年生がいたので是非褒め
てほしい。」などお話しいただきました。また，「登校中
にゴミを拾っている１年生もいましたよ。」「○○さんは，
いつも元気にあいさつしてくれます。」との話もいただき
ました。地域の方々の声も大切にしながら「子ほめの日」
の取組を充実させたいと考えておりますので，地域で見か
けた“子供たちのよさ”を学校にもお知らせください。 

食育月間（６月） 
 食育月間として 牛乳
の必要性について考える
スライドを見たり，各学
級で「食に関する指導」を
実施したりしました。１
年生の学習では，給食セ
ンターで使っている道具
を実際に使ってペットボ
トルのキャップをすくう
活動をとおして給食セン
ターでは，少しも無駄にしないようにていねいに，たく
さんの給食を作っていることなどを知ることができま
した。 
 
租税教室（６／10） 
 税理士の方をお招き
して６年生が税金の仕
組みについて学習しま
した。 
子供一人あたり１年

間で 90 万円の税金が使
われていることや学校
や病院等，身近な施設が
税金で支えられている
ことを知ることができました。 

 
緊急児童引き渡し訓練（６／14） 
訓練へのご協力ありがとうございました。子供は素
早く体育館に避難し，説明も静かに聞くことができま
した。今後，実際に緊急時児童引き渡しを実施する場合
も考えられますので，ご家族でどのように連絡を取り
合うか，送迎を誰がするか，校内への車での出入りにつ
いて等，再度確認をして，いざというときに備えましょ
う。今年度は地域の方々の訓練への参加もありました。
御協力に感謝いたします。 

 
校内読書旬間～リーディングバディ～ 

（5/29～６/24） 
この期間に 1 年生と６年
生，２年生と５年生でバディ
を組んで読み聞かせを行いま
した。この日に向け，５・６
年生は１・２年生が喜びそう
な本を考えて選本したり，読
み聞かせの練習をしたりして
臨みました。お兄さんお姉さ
んが一生懸命に読み聞かせをして，１・２年生を楽しま
せている姿やそれを懸命に聞いている１・２年生の姿
がとても微笑ましく感じられました。 
  

 

 

 

 

 

 

令和７年度学校便り ６月号     Ｒ７．６．23 

        創立１５４年（明治５年開校） 

  志 布 志 小 学 
     明るく たくましく うるわしく 

先生は，お父さん・お母さん ～学校と家庭の連携～  

ＳＣ（スクールカウンセラー）相談日 
 SC（スクールカウンセラー）に相談したい方は，実施日の５

日前までに担任または，教頭へご連絡ください。その後，時間

調整をし，学校からご連絡いたします。相談日は次のとおりで

す。 

７月９日（９：00～12：00），９月16日，１０月28 日，11月

14 日，12 月９日，１月 20 日，２月６日，２月 19 日        

※  ７月９日以外は 13：00～16：00です。 



月曜日に最高のスタートを切るために 
月曜日の朝，お子さんが「なんだかだるそう…」「学校

に行くのがつらい」と感じていることはありませんか？ 
また，授業中に集中できなかったり，学習になかなか取り
組めなかったりする姿が見られることもあります。もしか
したら，その原因は「日曜日の夜の睡眠不足」にあるのか
もしれません。 
週末は楽しいことがたくさんあって，ついつい夜更かし

をしてしまいがちですよね。しかし，日曜日の夜に十分な
睡眠がとれていないと，疲れが解消されないまま月曜日を
迎えることになり，体も心もぐったりしてしまいます。 
月曜日に最高のスタートを切るために，お子さんが月曜

日に，すっきりとした気持ちで学校生活をスタートできる
よう，日曜日の夜は少し早めに布団に入り，質の良い睡眠
をしっかりと確保することをおすすめします。 
質の良い睡眠は， 
⑴ 心身の疲れを癒し， 
⑵ 集中力や記憶力を高めることに

も繋がります。 
ぐっすり眠ることで，子どもたちは月

曜日の学習にも前向きに取り組むこと
ができ，友達との活動もより一層楽しめ
るはずです。 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

親子ふれあい活動及び学級ＰＴＡ 

学級ＰＴＡでは，子供たちの１学期の様子が伝

わるように，各学級担任も工夫いたしますので，

お誘い合わせの上，多くの皆様のご参加をよろし

くお願いします。 

 

 

行事予定 


